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工場や製鉄所などの危険物施設では毎年、多くの事故が発生している。施設数は減少する山

方で、事故の発生率は上昇を続けている。事故が多発する背恩や現喝の唐織を向上させるため

に有効な手段を、企業の安全文化に詳しい慶応義塾大学大学院の高野研一教授に聞いた。

瞑賢い
消防庁の発表によると、2816年度の

危険物を扱う施設での事故は

前年比で11件増加し、2人の
た。化学工場や石油製造などの危険物施設の数は減少

が放いているのにもかかわらず事故は減らず、16年度

の1万施設当たりの火災及び流出事故の発生率は

13．79％で09年度から2．7摺≠増加。消防庁は「依然と

して高い水準で推移している」としている。17年12月

印刷インキ用の樹脂を製造する工場で爆発があり、男

性2人が死亡、14人が重軽傷を負った大軍故があった。

書蔑益

叫どうして、危険物を扱う粗

の軍政が増えているのでしょうか。

「問題は複合的で単純ではない。ま

ず設備自体が新設されず、長年の使用で老朽化してき
た。もう一つは人材だ。施設の設計や建設に関与した

当時を知る人がほとんどいなぐなり、大規模で複雑な
工機没術の構造や特性を細部に至る

人材が退職で現場から去っていったことが大きい」

「技術伝承の問樋もある。1990～20榊年代の就職氷

河期に大挙を卒薬した、現在30～50代の社員は採用数

自体が少なかった。最近になって20代の採用が増えて
いるが、中堅の人材が不足しているため、現場に即し

た十分な教育ができていない」
」職場でのコミュニケーション不足も指摘されて

います。

．「昔はrアフター5jなど、家族的な雰囲気の【

職域の濃密な人間同士のつながりがあった。今では

清スタイルの多様化で）アフター5での付き合いもま
れになってきた。泊まりかけの社民旅行なども少なく
なった。若い人は同年代ではコミュニケーションでき

「安全文化は細事との関係性が構築

機能しない。言いにくいことも言えるような関係にな
っていないことから、つい命令口調になりがちで、徒

弟関係のような信頼関係が築けていない」
ふ企業庭万スクをどう捉えるべきですか。

「紋僻的た琴奴の要因になる古い投解であっても、

現場で行き届いた管理がなされ潜在的なリスクを
っかり証紙していればいい。潜在的リスク

ない、知っていてもあえて指摘しないよ
スクが問樋で、投計や施工不良も同じだ」

「最近は技術が進化し、わざわざ現執

レ一夕ーも多い。その場合、
実践が身につかず、基本動作に基づいた応用動作がで

きずに安全確保がおろそかになってしまう〕

危険認

慶応義塾大学大学院教授

高野研ア氏に聞く
たかの・けんいち19恥年名大院工学研究科修
了、電力中央研究所入所。早稲田大学大学院非常勧請
師を経て、謝絶年から現嵐研究分野は企集の安全曹
掛安全文化の実践、安全診断、組織変革などで企業
での綱碑も多数。15年義塾貰、17年緑十字賞など。、t

・価値観の共有を

閑のガイドラインを整理するとこの8つに

それぞれの軸は密接に連携する。各社に竃葦升－

とったところ、ほとんどの項目が良し

を提供した上で、職域の人間一人ひとり

関与jさせることが重要だ。良好な関与を引
めには社属同士のr相互理解jも不可欠をな

「職場のr危険を詑

要もある。その上で 実施jをずるさそ
には適切な人見などの　資源配分よも大切だd特に

金であることが当たり前の風潮が敬い中で、蛾擾

とするr動機づけ」か大切だ。

食文化は、徒重民が自ら問題悪

化が構築できていない企業

ナるべきでしょうか

やはりr動織づけ」が一番大部 安全」と椚

い¢　そこでr褒める

基に良い歯車が回っていく。上から言われてや
ているだけではrやらされ腰汀が出てしまい

はうまくいかない」

「日本の安全性向上は欧米

重体での活動に支えられている。実際に様々な

動が行われていても、本音でやっているのかrや

jから来る建前でやっているのかで結果は連
る。本書と建前の畢雌雄、いり）をなくすのか
ゴけjだ」

也にはどのようなことが大串でしょうか。

己険認軌としてはリスクの見える化も大事だ。
こどこで事故が起こったかや作業の手術軋リス

付けなどだ」

織としての安全文化の価値が共有され、基儀が

基されると事故は起こりにくい。日本航空は520人

牲になったジャンボ機墜落事故以降、死亡事故は

きていない。様々な制度ができたことに加えてシミ

レーターの訓練や人への投資も行？た。r絶知に率

を起こさないJともさう価値級を共有しており、小孝

軍故が起こった場合でも油断せずに緊張感を高めて
1られ泰阜見ている」　　　（聞き手は福本裕髄）
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